
平成 25年度第 2回三重県防災会議及び 

三重県石油コンビナート等防災本部員会議議事概要 

 

○開催日時及び場所 

 日時：平成 26年 3月 24日（月）13:30～15:30 

 場所：三重県庁 講堂 

 

○議事 

１ 開会 

２ 会長・本部長(知事)あいさつ 

  

定足数報告 

・三重県防災会議委員  出席 46名／52名 

・三重県石油コンビナート等防災本部員  出席 23名／25名 

会議の成立要件を満たす。 

 

３ 審議 

（１）第 1 号議案 三重県地域防災計画 地震・津波対策編 平成 26 年 3 月修正案に

ついて 

（２）三重県水防計画 平成 26年度修正案について 

   

以上の議案について審議を行った。 

審議事項に関する質疑等は以下のとおり。 

 

【第 1号議案に関する質疑等】 

＜津地方気象台＞ 

〇 気象台では、平成 26 年 4 月から地震解説業務を見直し、「地震解説資料（速報

版）」の地震発生後 30 分程度での提供や、災害対策本部への職員派遣による情

報解説などにより、県の緊急対応への支援強化を図ることを予定しているので、

今後、地域防災計画を含めた県の防災施策へ反映することを検討されたい。 

→（事務局）ご説明のあった「地震解説資料」は極めて有用な情報であり、地域

防災計画を含めた県の防災施策への反映を検討したいので、ご協力をお願いし

たい。 

 

＜三重県社会福祉協議会＞ 

〇 災害時要援護者対策について、県と市町の役割分担はどのようになっているの

か、改めて確認したい。 

→（事務局）地域防災計画では、災害時要援護者への直接的な対策は市町の役割

とし、県は市町に対し支援を行うこととしている。また、新地震・津波対策行

動計画では、選択・集中テーマにも位置づけており、「Ｍｙまっぷラン」等を

活用した地域の津波避難計画や市町の災害時要援護者個別支援計画策定に対す

る支援等について、平成 29 年度までの目標値を定め取り組むこととしている。 

 



 

＜三重県医師会＞ 

〇 災害時医療について、発災後 72 時間までは DMAT（災害派遣医療チーム）等の

活動が計画に位置付けられているが、72 時間以降については、東日本大震災で

も JMAT（日本医師会災害医療チーム）が活動し、他県では地域防災計画に記載

している例もあることから、JMAT の活動について、地域防災計画等に反映する

ことを検討いただきたい。 

→（事務局）具体の行動計画である新地震・津波対策行動計画には記載している。

今後、地域防災計画の中身についても充実させていきたいと考えるので、ご理

解願いたい。 

 

【第 2号議案に関する質疑等】 

  なし 

 

第 1号議案、第 2号議案とも質疑後に採決を行い、満場一致で承認。 

 

４ 報告 

（１） 三重県地震被害想定調査結果について 

（２） 三重県新地震・津波対策行動計画について 

（３） 石油コンビナート防災アセスメント調査結果について 

（４） 市町地域防災計画の修正状況について 

 

以上の項目について報告を行った。 

報告事項に関する質疑等は以下のとおり。 

 

【報告事項（１）に関する質疑等】 

＜三重県ボランティア連絡協議会＞ 

〇 障がい者に対する対策は、どのように考えているのか？ 

→（事務局）地域防災計画、新地震・津波対策行動計画とも、災害時要援護者対

策として、重点的に対策を講じていくこととしている。 

 （議長）個別の障がい種別ごとにはなっていないが、新地震・津波対策行動計

画に具体的な取り組み内容が記載されているので、ぜひご覧いただきたい。 

 

＜三重県市長会＞ 

〇 「津波避難場所の確保による減災効果」のところでは、早期避難率 100%と

500m、250m 以内に津波避難施設を確保したケースを比較しているが、早期

避難率 100％では、津波避難施設が全くないと想定しているのか？ 

→ 早期避難率 100%では、津波避難施設は現状のままとし、500m、250m 以内に

津波避難施設を確保したケースについては、それぞれの範囲内にその地区す

べての住民が避難できる施設が確保できたという想定としている。 

 

＜男女共同参画センター＞ 

〇 センターが入居する三重県総合文化センターは、災害時に避難所になることが



想定されていることから、男女共同参画センターでは、男女共同参画の視点

を取り入れた避難所運営訓練を実施するとともに、文化施設職員対応モデル

および施設避難所活用モデルをとりまとめたので、県の防災施策の参考にさ

れたい。 

→ （事務局）男女共同参画センターの取組等を防災・減災センターでの人材育成

のモデル教材としての活用を検討するなど、避難所運営の取組の参考とさせ

ていただきたい。 

   

【報告事項（３）に関する質疑等】 

＜三重県市長会＞ 

〇 市民へ説明するのに、石油コンビナート防災アセスメント調査結果の資料がわ

かりにくい。 

→（議長）今回の調査を受け、来年度石油コンビナート等防災計画を見直す予定

であるので、わかりやすい計画にすることを検討したい。 

 

６ その他 

  報告事項等なし。 

 

 

以上 


